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令和 2年度総会の開催 

                     

令和 2年 6月 9日（火）第 15回総会が開催された。コロナ禍で 2月 18 日以来休止していた定例会の

久々の開催であったが、会員 27 名の参加を得て滞りなく議事が進行、下記の議案がすべて了承され、

令和 2年度の K-TEC の活動が本格的に開始されることとなった。 

 

第 1号議案 役員の選任 

 

第２号議案 令和元年度活動報告 

１． 定例会の開催：毎月第２火曜日 

定例会の主なテーマは次のとおり 

１）ifシリーズ～もし今、災害が発生したら何が起き、どう動けばいいのか～（3回） 

２）第 5回東日本大震災地調査報告（2回連続開催） 

３）令和元年台風 19号水害被災地支援活動報告、平成 30年倉敷市真備町水害調査及び 

各種現地調査報告（3回） 

  ４）災害や都市整備に関する研究報告（3回） 

２． 大学関係 

１）神戸学院大学 「阪神・淡路大震災研究」  （平成 18年度より講義） 

２）流通科学大学 「都市・地域計画」     （平成 25年度より講義） 

３． 伝承活動 

25 団体からの依頼を受け、延 51回、約 3,700 に対して実施 

主な事項は下記の通り 

１） 修学旅行生などの誘致と伝承活動  

２）被災地支援活動 

３）市民公開セミナー （神戸防災のつどい 2020 でセミナーを開催） 

  ４）自治体、各種団体への伝承活動（神戸市職員研修所の新規採用職員研修他） 

  ５）K-TEC 内での自主研修（深江文化村視察、地図教室） 

４．各種団体との連携 

「NPO法人都市災害に備える技術者の会」や「神戸クロスロード研究会」と共同で伝承活動を実施 

５．その他 

  １）まちづくり会館改修後の「まちラボ ワークスペース 508号」を K-TEC 事務所機能として開設 

  ２）ホームページについて  

第３号議案 令和元年度決算及び会計監査報告 

第４号議案 令和２年度活動計画   

１．定例会の開催  ２．神戸市職員研修  ３．大学生対象授業の講師派遣  ４．伝承活動 

５．修学旅行生「神戸で学ぶ震災学習」～阪神・淡路大震災の記憶を未来の防災へ～       

６．東日本大震災など被災自治体への支援活動  ７．図書の発行  ８．他団体との連携強化 

９．講演記録の保存 

第５号議案 令和２年度予算（案）  


